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【 基本方針１ 】 バス幹線区間、 バス準幹線区間、 フィ ーダー区間を運行するバスの利用者数

【 考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、 令和２

年度に一度大きく 減少している。 しかし、 その後の
新型コロナウイルス感染症の影響からの回復と あわ
せて、 バス幹線・ 準幹線など多く の路線バスが結節
する仙台駅の駅前広場再整備事業や、 より 利便性の
高い情報提供を行う ためのGTFS-JPによる経路データ
のオープンデータ化、 八木山ラインにおけるダイヤ
調整等の様々な取組による利便性向上により 利用者
数が増加傾向と なっている。
令和８ 年度目標値に向け、 引き続き地域公共交通

計画に位置付けた各種取組を継続すると と もに、 バ
ス事業者や関係団体等と 連携し推進していく 必要が
ある。

【 代表的な取組内容】
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【 基本方針３ 】 地域交通利用者数（ 試験運行等を含む）

【 考察】
主に坪沼地区で小中学生の通学対応のスク ールタ

クシーと 地域交通を分離したこ と により 、 令和2年
度に一度減少している。 その後、 広報紙等による周
知活動や利用者の定着、 さ らに様々な地域での意見
交換を行ったこ と により 、 地域交通導入地区数と 利
用者数は全体と して増加傾向にある。
今後も継続して周知・ 広報を図り 、 利用促進に取

り 組む必要がある。

【 代表的な取組内容】
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【 基本方針４ 】 都心における公共交通利用者数

【 考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、 令和２

年度に一度大きく 減少している。 しかし、 その後の
新型コロナウイルス感染症の影響からの回復と あわ
せ、 都心バス均一運賃制度や仙台都心循環線の新設
等の公共交通を利用した都心の回遊の促進などの施
策により 都心における公共交通利用者数は増加傾向
と なっている。
今後も様々な取組を継続、 実施すると と もに、 都

心内の路線バスの使われ方、 ターゲッ ト について検
証を行い、 都心内の路線バスの更なる利用促進を推
進していく 必要がある。

【 代表的な取組内容】
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【 考察】
公共交通利用者満足度について、 地域公共交通計画で

様々な利便性向上に資する取組を行い、 路線バス及び地
域交通に関しては令和８ 年度目標値を達成した。 鉄道に
関しても望ましい方向に向かっている。
一方で「 駅構内（ 通路） が複雑で歩きにく い」 や「 路

線バスが定刻通り に来ない」 と のご意見も頂いているこ
と から 、 引き続き乗り 継ぎガイド ・ 動画作成や経路デー
タのオープンデータ化の周知広報、 走行環境等の整備に
向けた関係機関と の調整や検討に取り 組む必要がある。
この他のご不満の声と して、 「 路線バスの便数が少な

い」 や「 地下鉄・ 路線バスの運賃が高い」 などのご意見
も多く 頂いており 、 八木山ラインのダイヤ調整の様なバ
ス待ち時間を短縮する取組やより 利用しやすい運賃・ 乗
車券制度などについても検討する必要がある。

【 目標】 公共交通利用者満足度

【 代表的な取組内容】
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